
令和元年度 指定管理業務 実績評価シート

部課名 福祉部介護福祉課

施設の設置目的

１　事業計画の実施状況

２　市民サービス向上のための取組状況

３　市民ニーズの把握の実施状況

４　施設の利用状況（利用者数、稼働率など）

５　指定管理業務の収支状況

指定期間 平成31年4月1日から令和6年3月31日まで

　施設の設置目的を理解し、協定書、管理業務基準書及び事業計画書に基づいて、概ね計画通りに実
施されている。

　生きがい教室やサークル活動を活発に行い、各種活動の様子を撮影し、利用者同士で楽しめるよう掲
示したりするなど、意欲的な活動を促す工夫をしている。
　施設管理の面では、簡易修繕料を利用して窓ガラスや暖房設備のメンテナンス等を行い、安全に利用
できるような取り組みを行っている。

令和元年度利用者アンケートを、令和2年2月7日（金）～2月29日（土）の期間で実施。
令和元年5月18日（月）に集計結果を弘前市へ報告済。

①鷹ヶ丘老人福祉センター
　令和元年度は、団体数　492(3,778人)、個人利用　0人、利用者数計　3,778人となっており、前年度を下
回る数値となっている。
（参考：平成30年度　  団体数　499(4,089人)　  個人利用　　0人　　  利用者数計　4,089人）
②城西老人福祉センター
　令和元年度は、団体数　741(6,398人)、個人利用　2人、利用者数計　6,398人となっており、前年度を下
回る数値となっている。
（参考：平成30年度　　団体数　750(6,631人)　　個人利用　 0人　　 利用者数計　6,631人）

指定管理者の活動資金で収支を調整しており、適正である。

指定管理者名 社会福祉法人　弘前草右会

施設名 鷹ヶ丘老人福祉センター・城西老人福祉センター

老人福祉施設として、高齢者に関する各種相談に応じるとともに、高齢者に対し
て、健康の増進、教養の向上及びレクリエーションのための便宜を総合的に供
与することを目的とする。

所在地
鷹ヶ丘老人福祉センター・・・弘前市大字西茂森一丁目1番地27
城西老人福祉センター・・・・ 弘前市大字城西四丁目1番地3
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６　実地調査の結果

７　成果指標の達成度

８　評価

　(1) 指定管理者の自己評価

評価区分 評価 評　価　の　説　明 今後の課題と対応

施設の運営 B

自主事業は行っていないものの、関係
法令等の遵守を基本に、基本業務、付
随業務等適切に実施出来たと思われ
る。

施設の清掃状況等、利用
者の細やかなニーズにも
出来る範囲で対応したい。

施設の管理 B
建物及び設備の維持管理等適切に行
われたと思われる。

引続き基本業務、個人情
報の管理徹底などに努め
たい。

経理の状況 B
帳票等の整備、事業の収支等適切に
行われたと思われる。

引続き経費の削減に努め
たい。

団体の財務状況 B

前年度決算において、事業活動資金
収支差額及び、当期末支払資金残高
共良好であり、また、長期安定性を示
す、純資産比率も良好である。

引続き法人の財政安定に
努めたい。

　(2) 市の指定管理者に対する評価

評価区分 評価 評　価　の　説　明 今後の課題と対応

施設の運営 B
関係法令等を遵守し、協定書・基準
書・事業計画等に基づき概ね適正に実
施されている。

今後も積極的な施設のPR
や事業内容の充実・利用
団体との連携を図ること。

施設の管理 B

安全対策等に関するマニュアルを定めて
対応しているほか、個人情報、文書等の
管理も適正に行われている。また、施設
に不具合などが確認された場合は速や
かに簡易修繕により対応している。

引き続き適正な管理に努
めていただく。

経理の状況 B
収支状況、経費の削減、帳簿等の整
備・保管について、概ね適正に実施さ
れている。

引き続き適正な経理に努
めていただく。

団体の財務状況 B
平成31（令和元）年度決算を確認した
結果、安定した施設管理が可能な経
理的基盤を有していると判断される。

引き続き安定した財務状
況の維持に努めていただ
く。

両施設ともに基本業務のほか、利用者が快適に施設を利用できるよう、管理が徹底されていた。また、施
設内での事故等についても迅速に報告・対応されていたほか、感染症対策も実施されており、適正な運
営が行われていた。

①鷹ヶ丘老人福祉センター　　　実績　3,778人　÷目標人数　3,811人　×　100　＝　達成度　99.1%
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実績　75％　÷　目標満足度　75％　　×　100　＝　達成度　100％

②城西老人福祉センター　　　　実績　6,398人　÷　目標人数　7,017人　×100　＝　達成度　99.1％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実績　82％　÷　目標満足度　79％　　×　100　＝　達成度　103％
※　鷹ケ丘老人福祉センターでは施設のハード面の問題があるほか、固定利用客の高齢化により足が
遠のいており、利用者が減少している。また、３月に新型コロナウイルス感染拡大防止のため生きがい教
室を休止したことにより、利用者数が昨年度より減少した。
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【評価の視点】

評価区分

施設の運営

施設の管理

経理の状況

団体の財務状況

【評価の基準】

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

 ※「団体の財務状況」の評価基準

Ｂ

Ｃ

Ｄ

協定書等の内容に対して不履行があるものや、改善がなされていないものが
あるもの

 問題がない

今後に注意を要する

早急な改善を要する

利用者の安全対策、施設・設備の維持管理、個人情報の管理、文書等の管
理、備品等の管理、緊急時対策、災害対策など

帳票等の整備、経理の区分、収支状況、経費の削減、帳簿等の保管状況な
ど

安定的な施設の管理が可能な経理的基盤を有しているか

協定書・基準書等の内容を超える管理運営が行われたと判断できるもの
　（適正な管理運営に加えて、更なる取組みや成果があると評価できるもの）

協定書・基準書等の内容を概ね適正に実施していると判断できるもの
　（軽微な改善点はあったが、速やかに改善されているもの）

協定書等の内容に対して改善点はあったが、適切な改善策が講じられている
もの

法令等の遵守、使用許可、市の指定事業、付随業務、自主事業、公平性、職
員配置・研修、開館時間・休館日、職員の接遇、利用者ニーズの把握・反映、
事業計画の実施状況、業務報告など

評　価　の　視　点
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